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Bully/Victim Problems and the Students of a Teaching Profession Course: 
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Table 1 学級内でのいじめ認知、被害・加害経験等 
1-1 いじめ学級内認知（女子学生52人、男子学生107人） 
 小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高 校
女子学生 69.2 44.2 38.5 25.0 9.6 ％
男子学生 61.7 46.7 40.2 33.6 8.4 ％
男女計 64.2 45.9 39.6 30.8 8.8 ％
『日本のいじめ』見聞経験 
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
17.4 21.3 19.0 18.5 12.4 ％
1-2 いじめ被害経験（女子学生52人、男子学生107人） 
 小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高 校
女子学生 26.9 7.7 5.8 3.8 0.0 ％
男子学生 9.3 5.6 4.7 3.7 0.0 ％
男女計 15.1 6.3 5.0 3.8 0.0 ％
『日本のいじめ』被害経験 
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
20.4 16.4 14.2 12.9 9.0 ％
1-3 いじめ加害経験（女子学生52人、男子学生107人） 
 小学校 中学1年 中学2年 中学3年 高 校
女子学生 30.8 9.6 5.8 3.8 0.0 ％
男子学生 27.1 9.3 7.5 7.5 0.9 ％
男女計 28.3 9.4 6.9 6.3 0.6 ％
『日本のいじめ』加害経験 
小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年
19.3 24.9 18.7 16.4 11.1 ％
1-4 いじめ被害経験率（女子学生52人、男子学生107人） 
 小学校 中学校 合 計  
女子学生 26.9 9.6 36.5 ％（52人）
男子学生 9.3 7.5 15.0 ％（107人）
男女計 15.1 8.2 22.0 ％（159人）
『日本のいじめ』被害経験率 
女 子  15.8 ％ 
男 子  13.1 ％ 
男女合計  13.9 ％ 
1-5 いじめ加害経験率（女子学生52人、男子学生107人） 
 小学校 中学校 合 計  
女子学生 30.8 7.7 38.5 ％（52人）
男子学生 27.1 12.1 31.8 ％（107人）
男女計 28.3 10.7 34.0 ％（159人）
『日本のいじめ』加害経験率 
女 子  17.5 ％ 
男 子  18.4 ％ 
男女合計  17.5 ％ 
1-6 いじめ被害加害群（小学校） 
 被害のみ 被害加害 加害のみ  
女子学生 11.5 15.4 15.4 ％（52人）
男子学生 4.7 4.7 22.4 ％（107人）
男女計 6.9 8.2 20.1 ％（159人）
『日本のいじめ』被害経験率 
男女合計 8.1 9.7 12.1 ％ 
1-7 いじめ被害加害群（中学校） 
 被害のみ 被害加害 加害のみ  
女子学生 7.7 1.9 5.8 ％（52人）
男子学生 3.7 3.7 8.4 ％（107人）
男女計 5.0 3.1 7.5 ％（159人）
『日本のいじめ』被害経験率 
男女合計 7.2 4.3 10.9 ％ 
1-8 いじめ被害加害群（小学校～中学校） 
 被害のみ 被害加害 加害のみ  
女子学生 15.4 21.2 17.3 ％（52人）
男子学生 5.6 9.3 22.4 ％（107人）




Table 2 学校段階別にみたいじめの手段 
2-1 いじめの手段・小学校（女子学生52人、男子学生107人） 
 無 視 言 葉 暴 力 いたずら その他
女子学生 69.2 55.8 7.7 19.2 1.9 ％
男子学生 48.6 50.5 12.1 21.5 0.0 ％
男女計 55.3 52.2 10.7 20.8 0.6 ％
2-2 いじめの手段・中学校（女子学生52人、男子学生107人） 
 無 視 言 葉 暴 力 いたずら その他
女子学生 36.5 42.3 7.7 23.1 1.9 ％
男子学生 33.6 40.2 17.8 16.8 0.0 ％
男女計 34.5 40.9 14.5 18.9 0.6 ％
2-3 いじめの手段・高校（女子学生52人、男子学生107人） 
 無 視 言 葉 暴 力 いたずら その他
女子学生 3.8 7.7 3.8 1.9 0.0 ％
男子学生 4.7 4.7 0.0 0.0 0.9 ％
男女計 4.4 5.7 1.3 0.6 0.6 ％
 
Table 3 学校段階別にみた学級担任の対応 
担任は問題を取り上げたことがあるか  学級内 
認知あり たいてい ～もある な い 忘れた  
小学校 35.3 38.2 14.7 11.8 ％（102人）
中学校 14.9 41.5 19.1 24.5 ％（94人）
高 校 7.1 7.1 57.1 28.6 ％（14人）
 
Table 4 「いじめ」発生の現状に対する認識 
 多 い 少ない 分らない  
女子学生 71.2 1.9 26.9 ％（52人） 
男子学生 64.5 0.9 34.6 ％（107人） 
男女計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
 
Table 5 今後の「いじめ」状況推移についての評価 
 増える 変化なし 減 る 分らない  
女子学生 40.4 40.4 5.8 13.5 ％（52人）
男子学生 35.5 31.8 10.3 22.4 ％（107人）
男女計 37.1 34.6 8.8 19.5 ％（159人）
 
Table 6 いじめ報道への関心度 
 極力得る たまには 向かない  
女子学生 19.2 76.9 3.8 ％（52人） 
男子学生 16.8 78.5 4.7 ％（107人） 
男女計 17.6 78.0 4.4 ％（159人） 
 
Table 7 報道・情報への対応（女子学生52人、男子学生107人） 
 そのまま 極力保存 図書読む 話し合う 調べた
女子学生 61.5 1.9 3.8 30.8 9.6 ％
男子学生 75.7 0.0 3.7 19.6 1.9 ％
男女計 71.1 0.6 3.8 23.3 4.4 ％
 
Table 8 「いじめへの対応」正答率（女子学生51人、男子学生99人） 
 問題1 問題2 問題3 問題4 問題5
女子学生 88.2 98.0 100.0 90.2 98.0 ％
男子学生 88.9 100.0 99.0 89.9 100.0 ％
























































































































Table 9-1から Table 9-6まで、それぞれχ2検定
結果と有意水準を表の下段に記したが、いずれも
有意な関連は認められなかった。 














Table 9 学級内いじめ認知等と現状認識・推移評価 
9-1 学級内（中学）×「いじめ」発生の現状 
学級：中 多 い 少ない 分らない  
あった 68.1 0.0 31.9 ％（94人） 
なかった 64.6 3.1 32.3 ％（65人） 
合 計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
χ2＝2.9635     ｐ＝0.2270 
9-2 学級内（中学）×今後の「いじめ」推移 
学級：中 増える 変化なし 減 る  
あった 39.4 54.3 6.4 ％（94人） 
なかった 33.8 53.8 12.3 ％（65人） 
合 計 37.1 54.1 8.8 ％（159人） 
χ2＝1.8482     ｐ＝0.3969 
9-3 被害経験（中学）×「いじめ」発生の現状 
被害：中 多 い 少ない 分らない  
あった 66.7 0.0 33.3 ％（15人） 
なかった 66.7 1.4 31.9 ％（144人） 
合 計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
χ2＝0.1968     ｐ＝0.9063 
9-4 被害経験（中学）×今後の「いじめ」推移 
被害：中 増える 変化なし 減 る  
あった 40.0 46.7 13.3 ％（15人） 
なかった 36.8 54.9 8.3 ％（144人） 
合 計 37.1 54.1 8.8 ％（159人） 
χ2＝0.5917     ｐ＝0.7439 
9-5 加害経験（中学）×「いじめ」発生の現状 
加害：中 多 い 少ない 分らない  
あった 83.3 0.0 16.7 ％（18人） 
なかった 64.5 1.4 34.0 ％（141人） 
合 計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
χ2＝2.6036     ｐ＝0.2720 
9-6 加害経験（中学）×今後の「いじめ」推移 
加害：中 増える 変化なし 減 る  
あった 55.6 38.9 5.6 ％（18人） 
なかった 34.8 56.0 9.2 ％（141人） 
合 計 37.1 54.1 8.8 ％（159人） 
χ2＝2.9721     ｐ＝0.2263 
9-7 被害経験×「いじめ」発生の現状 
被害経験 多 い 少ない 分らない  
あった 63.6 0.0 36.4 ％（33人） 
なかった 67.5 1.9 36.8 ％（126人） 
合 計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
χ2＝0.8199     ｐ＝0.6637 
9-8 被害経験×今後の「いじめ」推移 
被害経験 増える 変化なし 減 る  
あった 42.4 48.5 9.1 ％（33人） 
なかった 35.7 55.6 8.7 ％（126人） 
合 計 37.1 54.1 8.8 ％（159人） 
χ2＝0.5629     ｐ＝0.7547 
9-9 加害経験×「いじめ」発生の現状 
加害経験 多 い 少ない 分らない  
あった 71.7 0.0 28.3 ％（53人） 
なかった 64.2 1.9 34.0 ％（106人） 
合 計 66.7 1.3 32.1 ％（159人） 
χ2＝1.6548     ｐ＝0.4372 
9-10 加害経験×今後の「いじめ」推移 
加害経験 増える 変化なし 減 る  
あった 49.1 43.4 7.5 ％（53人） 
なかった 31.1 59.4 9.4 ％（106人） 
合 計 37.1 54.1 8.8 ％（159人） 










































2.4 考 察 
本調査が対象とした教職課程履修学生は1995年
度入学で、多くが1983年小学校入学、1989年中学













































Table 10 中学担任の対応と現状認識・推移評価 
10-1 中学担任対応×「いじめ」発生の現状 
担任対応 多 い 少ない 分らない  
あった 67.3 32.7 0.0 ％（52人）
なかった 71.0 29.0 0.0 ％（31人）
合 計 68.7 31.3 0.0 ％（83人）
χ2＝0.1209     ｐ＝0.7280 
10-2 中学担任対応×今後の「いじめ」推移 
担任対応 増える 変化なし 減 る  
あった 32.7 61.5 5.8 ％（52人）
なかった 48.4 41.9 9.7 ％（31人）
合 計 38.6 54.2 7.2 ％（83人）
χ2＝3.0278     ｐ＝0.2201 
 
Table 11 報道への関心といじめ認知等との関連 
11-1 学級内（中学）×「いじめ」報道への関心 
学級：中 極 力 たまには 関心なし  
あった 18.1 79.8 2.1 ％（94人）
なかった 16.9 75.4 7.7 ％（65人）
合 計 17.6 78.0 4.4 ％（159人）
χ2＝2.8278     ｐ＝0.2432 
11-2 被害経験（中学）×「いじめ」報道への関心 
被害：中 極 力 たまには 関心なし  
あった 20.0 80.0 0.0 ％（15人）
なかった 17.4 77.8 4.9 ％（144人）
合 計 17.6 78.0 4.4 ％（159人）
χ2＝0.7915     ｐ＝0.6732 
11-3 加害経験（中学）×「いじめ」報道への関心 
加害：中 極 力 たまには 関心なし  
あった 11.1 88.9 0.0 ％（18人）
なかった 18.4 76.6 5.0 ％（141人）
合 計 17.6 78.0 4.4 ％（159人）
χ2＝1.6898     ｐ＝0.4296 
11-4 被害経験×「いじめ」報道への関心 
被害経験 極 力 たまには 関心なし  
あった 18.2 78.8 3.0 ％（33人）
なかった 17.5 77.8 4.8 ％（126人）
合 計 17.6 78.0 4.4 ％（159人）
χ2＝0.1893     ｐ＝0.9097 
11-5 加害経験×「いじめ」報道への関心 
加害経験 極 力 たまには 関心なし  
あった 17.0 77.4 5.7 ％（53人）
なかった 17.9 78.3 3.8 ％（106人）
合 計 17.6 78.0 4.4 ％（159人）
χ2＝1.4028     ｐ＝0.4959 
11-6 中学担任対応×「いじめ」報道への関心 
担任対応 極 力 たまには 関心なし  
あった 13.5 84.6 1.9 ％（52人）
なかった 22.6 74.2 3.2 ％（31人）
合 計 18.1 80.7 2.4 ％（83人）
χ2＝1.3584     ｐ＝0.5070 
 
Table 12 被害・加害経験と報道情報への対応との関連 
報道情報を受けての対応（被害学生33人、加害学生52人） 
 そのまま 極力保存 図書読む 話し合う 調べた
被害学生 72.7 3.0 72.7 24.2 9.1 ％
加害学生 69.2 1.9 7.7 32.7 3.8 ％






































































































The purpose of this paper is to examine the students’ views on school bullying problem. The data of 52 female 
and 107 male students of a teaching profession course were analyzed and compared with the data of Morita et al.’s 
report (1999). Many (60-70%) students were aware of bullying in the class during elementary school days and 
some (25-45%) students were aware in junior-high school days. No relationship between the awareness of bullying 
behaviors and their interests in the news of bullying was found. There are some differences between the bullies and 
the victims. 70% of the bullied students who had victimized during their school days have referred to find out 
information by looking in books about bully/victim problems. 33% of the bullies (24% of the victims) during their 
school days have told about school bullying. 
Key Words: school bullying, teaching profession course, student awareness, bully/victim experience, 
estimation of fluctuation 
 
 
